




























































































































































































































































① 遍 路 の 歴
史・文化
（３４名） ８遍路の概説・由来
１６
遍路に関わる文化や歴史（空海４，精進料
理２，お接待２，声明１，ご真言１，御朱印１，
白衣１，江戸時代のガイドブック１，交通事
情の変遷１，数字と遍路１）
２２
疲労・痛み（筋肉痛，熱中症，靴ずれ）６，
対処（ストレッチ，テーピング，ツボ押し）
６，疲れない歩き方４，心拍数１，適した音
楽１，食事１，服装１，歩いた速度１，予測
時間１
②歩き
（１４名）
１０
ヒガンバナ４，サトウキビ４，柿１，天気１③植物・自然
（９名）
７
マーケティング・広告２，外国人向け遍路
２，子ども向け遍路１，バリアフリーのツ
アー１，遍路道沿いの文化１
④その他
（７名）
注：表内の数字はのべ数
－６－
久　米　禎　子
感したり，遍路道で【自然】にふれたりするなど，人間
以外のものとの出会いも含まれていた。これらの記述の
中には，「物珍しい体験」というレベルにとどまらず，感
動を伴ったり，自分を超えた超越的なものの存在を感じ
取るなど，自分の心が深く動かされる体験をしているも
のも多くあった。また，一連の【遍路歩き】の体験を通
して自分自身について考え，内省が深まったり，心の安
らぎを感じたというものもあった。このような，自分の
心を見つめたり，自分の心が動かされる体験は，新たな
「自分」と出会う体験であったとも言える。
⑵　歩き遍路と「自分さがし」
　青年期は従来，「自分さがし」の時期，すなわち「自分
は何者か」を問い，「これが自分だ」というアイデンティ
ティの感覚を獲得する時期だと言われてきた。自分とい
う存在がわかるためには，自分とは独立して存在する他
者や世界に関わり，その中に自己を定位することが必要
である（高垣，１９９９）。アイデンティティとは「過去か
ら現在，そして未来へと進む時間軸（縦軸）と，仲間や
社会との関係性に関わる空間軸（横軸）とが切り結ぶ交
点に，自分自身が定位されたときに獲得される『これこ
そが自分だ！』という感覚」（伊藤，２００６）のことであ
る。
　歩き遍路実習において，仲間と助け合ったり，人と出
会い，ふれあう体験は，他者や社会とのつながりを認識
し，その中に自分をどう位置づけていくかという【社会
性】の課題に関わっている。また，自分につながる歴史
を知り，自分自身に向き合い，自分や世界の未来を考え
ることは，【歴史性・時間性】の中に自分を位置づけるこ
とである。ここに自分を超えた存在を認識すること，広
い意味での宗教的体験が含まれていることは重要である。
河合（１９８３）が指摘するように，「己を超える存在の認
識」は，大人になることの基礎として必要なものであり，
自分の意志では完全にコントロールできない「自分」と
いう存在を自分のこととして引き受ける覚悟をもつこと
が，子どもから大人への視点の転換につながると考えら
れる。このように考えると，歩き遍路実習には「個」と
「関係」の二つの側面の成長・成熟の契機が含まれ，青
年期にある学生にとっては非常に発達促進的な意味を持
つ体験であると考えられる。
　さらに，臨床心理学的に見て歩き遍路実習の学びがと
りわけ重要なのは，それらが体験を伴ったものであると
いう点にある。ふだんヴァーチャルなものに囲まれ生活
している学生にとって，歩き遍路は否応なしに「現実」
に直面させられる体験である。自分の身体的・精神的限
界に直面し，ふだんは隠している弱い部分を仲間に見せ
てしまうこともありうる。しかし，こうした一見ネガティ
ブな状況は，自分について新たな気づきをもたらす可能
性を秘めている。たとえば，困難な状況を自分の力で乗
り越えることで自信につながったり，仲間に受け入れて
もらうことで安心感が得られたり，自尊心が高まったり
する。また，自分の五感を使うことで得られる印象や体
験は，受動的に入ってくる情報とは異なり，心を揺さぶ
り，自分を内側から変化させるほどのインパクトをもつ。
このように，主体的に現実とぶつかる体験は確かな手ご
たえのある体験であり，こうした現実との格闘の中で，
図１　レポートに記述された感想のKJ図
－７－
学生のレポートを通してみた「阿波学」における歩き遍路体験
「他者・社会・世界に出会い，それを鏡にして客観的に
自己を見ることができる」（高垣，１９９９）ようになるの
である。心理的・人格的成長という文脈において，歩き
遍路体験は学生にとって他に代え難い貴重な体験である
と考えられる。
５．おわりに　−レポートを書くということ−
　学生は歩き遍路においてさまざまな体験的学びを得て
いるが，レポート課題に取り組むことで，その学びはさ
らに深まると考えられる。〈分析１〉で見たように，学生
はそれぞれの所属コースの特性を生かして，多様な視点
や切り口で遍路体験をふり返り，レポートにまとめてい
た。そのような「ふり返る」という行為自体が，内省を
促し，体験をより深めるものとなっていることが〈分析
２〉において明らかになった。歩き遍路はその後のレポー
ト課題も含めて，自分さがしの契機を豊かにもつ手ごた
えのある体験であり，個の確立や関係性の成熟といった
心理的成長につながっていくものだと考えられる。これ
は，本授業の重要な意義であると言える。
　その一方で，体験したことが気づきや学びとして十分
深められているとは言えない学生もいることも明らかと
なった。学生がより主体的，積極的に遍路体験から学ぶ
ためには，歩き遍路実習に参加するにあたって自分なり
の目的意識を持つことや，疑問を疑問のまま終わらせず
深めていくことが必要である。そのためには教員のサ
ポートや学生の内省力を高める取り組みも重要であろう。
また，歩き遍路体験によって得た気づきを他の学生と共
有することは，視野を広げ，自分を知り，さらに学びを
深める契機となると考えられ，そうした新たな工夫を加
えていくことも今後の課題である。
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